鎌倉市文化推進プラン２１の発行にあたって

  鎌倉は八百余年の歴史を礎にして、近世、近代、現代にわたる歴史を積み重ね鎌倉らしい文化を育んできました。私たちの日常生活のなかでも歴史に彩られた文化が受け継がれ、日々新しい文化が生まれています。

  この鎌倉の輝きのある文化を次代に引き継ぎ発信していくことは、現在に生きる私たちの責務でもあると考えます。
  「鎌倉市文化推進プラン２１」では、鎌倉の文化の特徴や課題を考察し、文化を育て、創造し、発信していくにはどのような政策や仕組みが必要なのかの基本的な方向性を示しています。
  引き続き皆さんとともに鎌倉の文化を考え、さまざまな方々と協働しながら、よりよいまちづくりをしていくうえでの指針でもあります。

  発行にあたり、答申をいただいた「鎌倉市文化マスタープラン策定委員会」委員の方々、助言をいただいた「鎌倉市文化推進プラン２１改訂アドバイザー」の方々、ご意見をお寄せいただいた皆さまに心からお礼を申しあげます。
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                                   　　　　　　　　　鎌倉市長    松尾　崇

